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最近見聞する学校保健に関する各調査，報告によると， 「子供達が変わってしまっている。
このままでよいのだろうか？Jと受けとられる程悲痛な叫びが，各機関の研究で数多く述べら
れている。即ち，体格，体形から日常行動の果迄の変り様についてである。現実に，私共の目
にふれる子供達（小学生，中学生について）についても，どこか弱々しく，「子供は風の子」
と云われた昔の子供の様な活動的行動面が見られなくなった様に感ずる。この様な状態が，学
校教育活動の中でどの様な災害に結びついているか（少なくなればよいが，無ければよいがと
念じつつ）興味をいだいていたところで今回の調査へと発展した次第である。その一部（昭和
63年度調査）については昨年度発表し傾向をみる事が出来たが，本年度は現場養護教諭へのア
ンケート調査をも合わせてその実態を調査すベく，災害事例Eとして継続研究を致したもので
ある。
平成元年度における全国の災害件数は146万9千件強（日本体育・学校健康センタ一報告）
と報告され，前年度より約1万件の増加となっている。本道における災害発生件数は， 61,560
件で，前年の62,580件より約千件の減少となっている。これを中学校での発生でみると，昭和
63年度20,950件に対し，平成元年度は19,830件と1,000件減少し，全体の減少分が中学校で減
少している数を示している。しかし，小・中では減少したが，逆に高校では増加を示している。
これは，生徒数の減少による加入者数減が総数で15,000人の数に対すると，必ずしも割合でみ
ると実質の減少程ではない様にも思える。これらの災害を事例分析，検討する事により，子供
達の学校生、活で、の特徴をつかみ，指導管理の問題点等について方策をつかみたいと考え，前年
に続き継続調査を行ったものである。
n 調査目的及び方法
本道中学校の学校管理下において発生した災害のうち，「入院を要した災害」の事例を通し，
次の各事項についての解明対比と，指導事項の検討及び，これらを生かす事により健康な子供
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達の生活に役立てる事を目的とした。 1.災害発生状況の把握， 2.指導管理上の問題点につ
いての解明， 3.予防の観点等々。調査方法としては，前年度同様，日本体育・学校健康セン
ター北海道支部に提出された， 平成元年度災害報告書の中から，入院を要した災害事例のうち，
疾病 （日射病，食中毒，皮膚炎， 肺炎等々）及び，記載事項不整備のものを除いた災害につい
て抽出し，その記載内容から情報を得た。道内における災害発生と，その状況については，日
本体育・学校保健センター北海道支部発行の「学校安全一一目でみる学校管理下の災害（第39
号）」を参考にし，比較する上から，同センターでの分類に合わせて集計をした。更に，道内
中学校養護教諭（災害件数2件以上の報告のあった学校132校）へのアンケ 卜ーにより， 現場
での状況把握を行った。入院を要した災害をとりあげたのは，成長期で活動期にあり，従って
運動量も多く，一方，運動に対する思考力については未熟な面があり，その上，力以上の技を
見せようとする心理的面等から，事故も多いのではと推測したからである。 なお，比較の為，
昨年と同様の分類をした。又，日本体育 ・学校健康センター （以後，健康センターと略す）資
料が%で示されている事から本調査も%対比として表示した。
E 結果と考察
1 調査数及び地域別発生状況
調査数は806名で，平成元年度道内中学生の被災者数16,577人の4.86%，入院者数929名の
86. 7%に当たっている。前回と比すと若干増加の傾向であった。災害地域別調査の発生件数は，
前回とほとんど変わらず，同様の傾向を示している。多い支部は，札幌市を含む石狩，上川，
渡島，胆振等々の各支部で， 少ないのは，根室，宗谷， 留萌，日高， 桧山等々の各支部であっ
た。これは，学校数，生徒数から推して，当然予測されるところであるが，必ずしも生徒数の
少ないところに件数が少ないとは限らない。%では高くなる支部もあった。 一方， 学校種別災
害発生状況では，全体的に加入者が減少，前年比96.3%で 表1 学校種別年度対比
3. 7%の減少を示している。被害者数でみると， 160名の増（＋
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1. 3%）となっている。従って，加入者被災率でみると， 3.3%程度増加している。入院者では
幸いな事に64名の減少となっていた。（表1) 
2 月別発生状況
年聞を通しての発生状況をみると，図1に示す通りで， 全体的傾向としては前年とほぼ同様
で4,5月はほぼ同じ， 6,7, 8月は特に女子の6月は5%の減少， 9月に4%の減少となっ
ているが， 10月には男女共に増加，女子では6.3%の増となっている。11月と翌年3月には男
女共に増加， 3-5%の増となっている。学校行事，特別活動の持ち方と深いかかわりあいが
見られる。
3 曜日別発生状況
曜日別発生状況は，図2に示すとおりである。 20 
男子では，火曜日と金曜日にピークがあり，金曜
日の発生率では前年度より 4%も多くなっている。 14 
一方女子では，前年度は，月曜日，水曜日，金曜 12 
日と一日おきに多発を示していたが，今回は，月
曜日に多く，火曜日は前年同率 （13.7%），以後
土曜日迄除々に上りカーブをえがき，木曜日， 土
曜日には，前年を大きく上回り，女子の活動的な
行動を伺う事が出来る様である。特に土曜日には，
図2 曜日別発生状況 男女別
（単位：%）グラ7中の下の数字は前年度の%である
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前年比5%の増を示し，全体的な減少傾向を示すなかで，指導上，又，管理上の問題として留
意する必要がある様に感ずる。 日曜日には，男女共，前年より 2%ながら減少を示していた。
これらを，アンケー卜調査による，1週間の授業時間割中の，体育の授業及び特活の展開時間
との関係でみると，月曜日の1時間目 （35%），土曜日の1時間目 （25%),3時間日， 4時間
目（共に50%），各曜日の 5時間目以降（50%一70%）に授業のなかった学校が多く，放課後
及び日曜日には， 75%強の学校がクラブ活動を実施していた。これでみると，男女共，週の後
半に発生率が高くなるのは，体力的問題から疲労との係わりも考えられる。この関係では，石
樽清司 （滋賀大教育学部）の’90年10月， 学校保健研究発表に示された内容に似た傾向を示し，
京都支部の中学生，高校生も，本道の中学生も災害発生の曜日には， 差のない事を知る事が出
来た。 一週のうち体育授業がなくて，特活やクラブ活動を実施するに当たっては，生徒の校内
における生活リズムや家庭における生活リズム等の関連を自覚させると共に，細かな生活指導
の必要性があろうかと考えるものである。
4 時間別発生状況
発生時間帯について，男女別， 学年別に1時間毎の発生状況を示したのが，図 3ー し 図3
-2である。男女共，朝7時台から夜7時台の時間帯にEって災害が発生しているのが知られ
る。 別の見方では，これだけ中学生の活動時聞が長くなっている訳で，早朝の途校時，朝練と
称する，早朝からのクラブ活動時から，放課後のクラブ活動時迄，更に，下校時のふざけ等に
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時間別発生状況（男子） 時間別発生状況（女子）
ぷる転倒，自転車等による転倒等々，生活時間帯すべてにEっている。 全体としては，午前中
の10時一11時台に最も多く，ついで，午後3時台にピークが見られる。この傾向は，前年とほ
ぼ同じであるが，発生率では，男女共，午前中の発生が2%程度多くなっていた。これは，学
年別にみてもその差はなかった。しかし， 女子は，学年によって若干の差がみられた。それは，
3年生が， 8時台， 10時台， 14時台の3つにピークを持っていた事である。 体力的な問題か，
疲労等によるものか，集中力の欠ける時間帯であるのか，今後の研究の課題としたいが，何れ
にしても，前回より増加の傾向を示していた。災害の発生によって，当然利用されるのが保健
室であるが，アンケー卜調査による保健室の利用（複数回答） について，次の様な結果が出て
いる。 利用内容で最も多いのが， 「内科的症状」 によるものが63%で，次いで，「個人的相談」
33%，「オシャベリ」 30%，「ケガ」20%の順，更に，利用時間帯については，午前10時一12時
台が60%と最も多かった。これは，必ずしも災害発生が主ではないが，前述の発生時間帯と一
致し，養護教諭の多忙さを推測させるものである。更に，最近目立つ外傷についての調査では，
第1位が，遊び，悪ふざけによる外傷（発展してのケンカ，ガラスへの激突，衝突による門歯
破損等々 ）， 2位は，部活中のケガ……他となっていた。授業中の災害が少なくなっているが，
午前中の災害発生の大部分は，子供達の生活態度に負うところが多くあるのではなかろうかと
考えるものである。
5 場所別発生状況
災害発生場所については，男女別に校内と校外に分けてみた。校内での発生は，図4-1, 
2に男女別に示した。これで見ると，男女各学年共に，体育館とグランドにおいての発生が，
当然ながら多い事が分る。男子では，全学年に亘って，体育館，グラン ドにおける災害が多く，
全発生の70%以上を示している。女子では，体育館がほぼ60%で，屋外での運動が少ない事を
伺わせる。しかし，2年生，3年生では，前年に対し，屋外に高い率を示していた。次いで多
いのが，教室， 廊下，階段での災害である。男子は全学年に平均し， 20%前後を占め，女子で
は1年生に30%強， 2年生， 3年生に15%前後，と学年による差がみられたが，前回より増加
傾向を示し，女子の活動的一面をみるが，時と場を考える行動面の援の必要性を感ずる。校内
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3年
での発生は553名で， 男子415名，女子138名であった。
4に示す通りであるが，発生数は146名，男子103名，女図4 3, 一方，校外での発生は，
子43名と男子が多く，前年に比し総数で10名の増であった。 男女別， 学年別にみても，道路で
の災害が最も多く，校外での発生の35%を占めている。通学途中の歩行時，自転車での転倒事
故等が目立つのは前年と同様で，増加傾向にある事は，校内での教室，廊下，階段での事故と
同様配慮しなければならない指導事項のーっかとも考えさせられる。次いでは山野，他体育施
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設に多いが，若干ながら前回より減少していた。
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災害発生を場合別でみると，図4-5に
6 
示す通りで，全体的傾向は前回と変わって
いないが，部活動では前回より 3%の減で
あった。しかし，授業中の災害が女子に 4%
増加し， 全体的にも若干増加の傾向をみせ
言十
これは男
子に多く，前回より4%強の増加を示した。
ていた。次いで休憩 ・昼休時で，
42 東・田崎：本道中学校における学校管理下の災害発生状況－II-
一方，学校行事では男女共に前回より 3-5%の減少であった。
授業中と授業以外の発生は（図5-1），授業中170名で前回より20名の減少であるが，発生
比率では l年生女子の発生34.6%と， 3年生女子の28%を除き他は男女共ほぼ前回と同率で
あった。傾向として女子に増加の傾向がみられる。授業外での災害は529名と前回607名に比し
減少しているが（図5-2）部活動，休憩・昼休時，学校行事，登下校等の災害JI原序は前回と
同様であるが，前述した様に， 休憩・昼休時と， 登下校時の災害は増加しており，身体の大き
さに対し，精神的行動面は，小学生と変わらない様な行動様式が多いのか，考えさせられるー
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面である。
7 運動種目別による発生状況
運動による災害は477名で，前
回の586名より約llO名の減であっ
た （図6-1）。種目別では，球
技が男子で55.4%，女子に53.8% 
と，男女共全種目の半数以上を占
めていた。次いで，陸上15%，器
械体操11%と傾向は前回と同
様であった。災害の多い球技
について，種目別にみると図
6-2に示す通り，男子では，
サッカ－49.7%（前回53.1% ), 
野球20.9% （前回17.3% ),
バスケットボール17.3% （前 女子
回18.1% ）の順で，前回より
野球による災害が多くなって
いた。女子では，バスケッ ト
ボール40.8% （前回52.1% ), 
図6-1 運動種別災害発生状況
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jレ9.9% （前回14.6%）の順で前回とは変わっ
ていない。しかし，バレーボールが15%も多く
なっている事は，種々の面から検討を要する点
かと思われる。格技柔道は男子のみで31名
(9. 0%），とび箱では21名（6.1%）と前回よ
り増加，陸上の走種目にも若干の増加がみられ
た。歩く基本について，幼小の頃からの家庭教
育の問題，脚が長くなったと統計に示す数値に
よろこぶ前に，背筋力をつけ，腰部，腎部の筋
力をつけるトレーニングの必要性を強く感ずる。
走っている最中に， 「急に腰が痛くなった」（大
腿部骨折）等の記載事項を読むたびに「子供達
の身体は変ったのか？」と考えこんでしまう程
である。（表2）スキー，スケー卜等，冬季校
外型の種目では，前回よりも減少している。こ
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れらは，実施出来た学校が少なくなった事によるものとみられる。最近の交通事情等の問題に
よりスキー場に行く迄の困難さから，実施回数が少なくなっている方向との声も，現場の先生
からも聞かれる。しかし，他種目の全体実施回数に対する比率では，高い率を示しているとも
読みとれる。
8 受傷部位別発生状況
受傷部位別発生状況（図 7）では，男女共下肢に多く，それぞれ37.2% （前回39.2%),58. 7% 
図7 受傷部位別発生状況
（前回65.2%）で，前回より減少している。特に女子は，前回より発生数で20名の減がそのま
ま現われた訳ではないだろうが， 7%の減であった。下肢外傷で多いのは，図8ーし男子で
は，大腿41.7% （前回41.3%）膝25.6% （前回30.5%），足関節目.4% （前回17%）の順で，
足関節で若干の増がみられた。女子では，膝35.9% （前回43.8%）足関節31.4% (26%），大
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腿部24%(19. 2%），と前回との順位は変わらないが，足関節と大腿部に共に増加がみられた。
上肢では，図8-2に示す通りであるが，男女共，前回より減少している。内訳でみると，男
子では，前腕25.7% （前回31.1% ）肩部23.6% （前回25.5%），上腕21.5% （前回23.1%），手
図8-1 けがの部位下肢（全体） 図8-2 けがの部位 上肢（全体）
（単位%）
20 40 60 80 100 20 40 60 
ロ大腿
23:G 
ロ肩都
Cl膝 男子 ~上腕
図下腿 図肘
！自足関節 ／ i園前腕
!il足E吐・腫 図手指
女子 15.2 
計
図8-3 けがの部位体幹部（全体） 図8-4 けがの部位頭頚部全体
男子｜
女子｜ 42. 9 
百十
指20.4%（前回18.4%），肘8.9% （同2%）の順で変わりはないが，肘，手指の受傷が多くなっ
ている。女子では，手指33.3% （同53.5%）前腕9.1%（同4.7%）， 上腕21.2% （同14%），肩
15.2% （同27.9%）の順で，手指は20%も減少しているが，逆に，上腕，前腕では増加し，全
体的には，運動の仕方の違いを見せながら，徐々に男子と同じような傾向を示す様になりつつ
ある。次に多かったのは頭頚部である。全体的には17%（同13.3%）であるが，男子18.2% （同
15. 5%），女子13.6% （同7.1%）と，前回に比し増加している事が気にかかる処である。部位
別にみると，図8-4，男子では，頭部41.3 % （同40.2%），顔面17.4% （同23.5%），目14.7% 
（同15.7%）， 頚部11% （同11.8%）， 女子では，頭部42.9% （同56.3%）， 鼻25%，頚部17.9% 
（同31.3%）の順で，前回と同様であるが，今回では鼻に受傷が多いのが目についた。顔面の
他の部位，目，口，顎等含めると30%に及ぶ。これは正木健雄（日本体育大学）等の 「子ども
のからだの調査’90」にも指摘され，更に学校保健学会等の発表にも見られる 「ボー ルを顔で
受けるJ，転倒しでも， 手が出ない為，「顔面から転ぶJ等々の一面を本調査でも裏づけている
様に感ずる。体幹部では，図8-3に示すとおりであるが，全体的には， 腰部70%（同73.6% ), 
腹部8.9% （同5.7%），瞥部・陰部7.8%（同6.6%），背部8%等で，男子に比し女子では，腰
部72.2% （同68.4 % ），瞥部・ 陰部11.1 % （同5.7%），胸部16.7% （同10.5%）の各部位に多く，
腹部 ・背部にはみられなかった。男女の運動の仕方の違いを知る事が出来る。
9 負傷の種類別発生状況
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負傷の種類については，傷病名 （医師診断名）によって分類した。一つの災害で二つ以上の
傷病名を持つ者がある為，延人数は多くなっている。この中で，最も多いのは骨折で，全体で
は53.7% （同47.1%），次いで挫創
図9-1 けがの分類
28% （同30.5%），打撲5.9% （同 （単位 ：%）
20 40 80 100 
5. 7%）の順で，骨折の増加が目立つ
主$JI
白骨折
ている。（図 9-1），男女別では，
男子 ~脱臼
悶捻挫
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女子 誕. I拘Si ．挫傷
~歯牙損傷
51. 7%, 33. 9%より増加している。 i!fil眼球損傷国その他
言十 53. 71 
挫創も女子に多く前回よりも増加し
ていた。筋肉の弱さからか，膝をつ
図9-2 骨折の分類
く，足のひねりからの転倒等が，そ （単位．%）。 20 40 6!) 80 100 
の原因とみられる。
その他として，男子24.1%, （同
1$1! 
25. 9%）女子38.6% （同43.6%）と
あるのは，前回より減少しているが，
'il04] 
内容的には，関節部血腫，靭帯損傷，
半月板損傷，膝内障等で，膝や関節
'i:f61 
部の損傷が主であった。
最も多い骨折について，診断書記載の病名からみたのが図 9-2である。「骨折」とのみの
記入が多く，男女別では，男子75.1%, （前回70.8%），女子72.4% （前回79.3%）で男子に増
加傾向， 女子には減少傾向をみせていた。骨折は，身体各部位にEっているが， 概要説明から
判読する部位別でみると，下肢，上肢，肩，手指に多い様に読みとれる。次いで，剥離骨折，
骨端線損傷，不全骨折，頼上骨折等の骨折がみられた。男子では，陸上，サッカー，野球，柔
道の各プレー中に多く，女子では，バレー ボール，バスケッ トボール，とび箱等の各運動時に
多くみられた。運動強度や，技能の高い （難易度の高い）運動に多くみられる訳ではないが，
単純な動作中に発生している事からみると， 事前の注意，想定する運動内容等に指導上の工夫
が必要ではなかろうかと考えさせられる。
10 運動以外の災害発生状況
授業，部活動以外における運動での災害についても，前回同様に調査をした。その結果は，
休憩時， 昼休み時に21.6% （前回17%）， 登校時8.3% （同6.4%），放課後7.8%（同8.6%）等々
で，休憩時や登下校時には増加していた。男女別では，男子では，休憩時，昼休み時に24.7% 
（同18.6%）， 登下校7.1%（同5.3%），放課後8.1%（同9.1%）で，女子ではそれぞれ12.1%
（同12.2%),12.1% （同9.6%),6.8% （同7.1% ）で，双方共に，前者に増加していた。こ
れらの発生場所は，順位でみると，道路上，体育施設，教室，廊下，階段等で，前回と同様で
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あるが，休憩時，昼休みについては，教室，廊下，階段等の狭い場合での発生が多かった。そ
の原因は，不注意，ふざけが大部分であった。その主なものを列挙すると，転倒，衝突，落と
される（自ら落ちる），ふざけ（小競り合い），物が当る，遊び中の飛び降り，転回等々で， 2
頁に述べた，時間別発生と深い係わりをみる事が出来る。
U ま と め
2ヶ年に亘り，中学生の学校管理下での災害について調査をすすめて来たが，災害で，入院
を要したものは， 5.6% （前回5.8%）で，高校の9.1%に比すと特に多いとはいえないが，管
理下にある率を考えると，重要な意味のある数とみなければならない。これらの事故概要から
次の事を知り得た。
(1）災害は，前回同様，運動によって引きおこされるのが，全災害の3/4を占め，中でも，
授業以外の運動 （部活動等）によって引きおこされたものが，その中の3/4を占めていた。
(2）災害発生数では，生徒数の減少分，全体数が減少しているが，発生の形を変え，被災率
では若干増加の傾向がみられた。
(3) 月別の発生では，減少，増加まちまちであったが，秋から春にかけて，女子の増加がみ
られた。アンケー卜による調査では，日常生活の中で，薄着傾向がみられ，これらが，寒さと
の係わりで災害へと結びつく事も予測され，今後，気温との関係を課題としてみたいと考えて
いる。
(4) 曜日別発生では，男女共に週末の金曜，土曜に増加がみられた。全体的には減少傾向を
示す中での培加で気にかかる処でもある。体育授業のある日とない日のクラブ活動による災害
発生率について，今後の課題としてみたい。特に，授業以外の部活動による災害発生が， 44.4%
と高い率である事から，疲労との関係，生活リズムとの関係，体力，筋力，視力， 集中力等と
の関係について，次回に追求してみたい。
(5) 時間別発生では，前回よりも，午前中の発生が増加傾向にあり，授業以外のケガの，休
憩時に発生しているのが21.6%と多いのも，遊び，ふざけ等に起因しているが，最近の子供達
の夜ふかし，睡眠時間帯のずれ，朝食不掻取等々による精神的不安定，勉強による欲求不満の
解消方法等不十分であるとも考えられ，学校も家庭も考えなければならない一面かとも思うも
のである。今後の検討課題として目下諸調査実施中である。
(6）場合別発生では，授業中，部活中，学校行事等では，全体的には減少傾向であるが，休
憩時の災害に増加傾向がみられる。
(7）運動種目別による発生状況では，球技種目に多く，全体傾向としては，前回と同様であ
るが，発生件数では減少を示しておりよろこばしい事と云える。しかし，今回は，女子のバレー
ボールに前回よりも15%の増加がみられた事は，小学生から普及しているミニバレーボールに
よる影響か，基本動作の未熟か，筋力不足か，判断能力の欠知か， 実施に当たっての指導方法，
生徒へのケガ予防についての強い意識を持たせる必要を強く感じた次第である。
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(8）受傷部位については，当然ながら下肢に多かったが，全体的には，前年より減少してい
た。男子では大腿部41.7%と多いが，これも前回とほぼ同じであった。特に，今回は女子の，
関節部傷害が多く，足関節31.6%，大腿部24%と，前回よりもそれぞれ， 5%も増加している。
女子への運動のさせ方の配慮が必要であると同時に，運動の基本と云われる，走，跳，につい
て，正しい歩き方，走り方，跳躍のさせ方等々，日常生活行動が変化し，これらに係る生活時
聞が少なくなっている分，足関節を含むすべての運動に，細かな配慮の必要性を感じた次第で
ある。
(9）負傷種類別では，骨折が53.7%と多く，前回よりも 6%強増加している。「子供の身体
がおかしいjと云われ出して， 20年，昨今，カルシウムのコマーシャルの頻度も多く見聞する。
これに呼応するかの様に骨折が増加している事に危倶の念をいだくものである。 文，女子には，
捻挫が増加傾向にあり，脚全体について，足首，膝等にも及ぶ傷害が心配されるものである。
骨そのもののもろさに加えて，筋肉の弱さ，靭帯の弱さ等々，発育期にあるだけに，全体的に，
基礎体力の増強を知らしめ，行動出来る子供達を育てたいものである。
制運動以外の災害の多い事も注目しなければならない。 特に，校内における休み時間に，
21. 6%と，前回より 5%増となっている事である。不注意と云うより，見境なく発展する遊び
の行動様式に大きな問題がある様にみられる。家庭も含めた子供の発育発達と遊び，運動につ
いて啓蒙の必要性を強く感ずる。
以上，全体的には，指導過程の手順をふむ体育実技の時間には，大きな災害が少なかったが，
部活動になると，発生件数も多く，傷害の程度も大きくなっている。中学l年生から 3年生の，
この聞の体カ差，体格差は非常に大きし1。その差を知りつつも，同じトレーニング内容を課し
（或いは，自分達で先輩に指導された通り，自主的に行っているのか？），技術取得についても，
基礎的技能取得未熟のうちに，見ょう，見まねで実施してしまうところに問題があるのではな
かろうか，子供達の感性の良さは，私共の比ではない。しかし，合わせて，理性の教育を忘れ
ではならないと考えるし，その必要性を痛感する。
今回，併せて実施したアンケート調査で，クラフゃへの生徒の参加状態については，最も参加
人数が多かったクラブは，バスケッ トボール，バレーボール，バドミン トン，野球，サッカ一
等々で，部員数も，バスケットボールが88人， バレー ボー ル，バドミン トンが80人，野球71人，
サッカー70人等 と々，平常の体育授業の2倍から 3倍の生徒数を，体育授業時間より狭い空間
で練習し，指導しなければならないといった，施設と指導の問題，更に，校内大会の試合日が
近づくにつれ，練習場所の確保等不十分な施設で，平常生活リズムからはなれた時間帯での練
習等から発生した災害等をみると，指導現場の苦労と大変さが身にしみて理解出来るが，自主
的と云う前の自主性についての指導及び環境整備が必要と考えるものである。
今回も，入院を要した災害を中心としたが，前回同様，骨折の診断でも，同じ程度と目され
た診断名でも，入院を要したもの，通院のみのもの，地域によっては， 整骨院で治療を受け，
医師判断によれば，当然入院加療を要するとおぼしき事例等，診断は医師の範ちゅうであるが，
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病状名と共に，多彩な対応のある事を今回も痛感しながら整理に当たった。
現実に学生の指導に当たり，（特に，卒業時，教員資格を得て行く学生の指導に当たり） 教
科の理論と共に，指導法については，これら生の資料を生かしながら，今一度自分の足元をみ
つめてみたいと考えている次第である。本研究，調査を通して，関連する諸事項が浮き彫りに
されたので，今後の課題として検討をすすめたいと考えている。
諸先輩のご指導，ご助言を切にお願い申し上げる次第である。
亦，本調査に当たり，日本体育・学校健康センター北海道支部の原口勝哉部長並びに，全職
員の方々に，資料提供迄，心細かなご配慮をいただいた事を厚く御礼申し上げる次第である。
なお，本研究は，平成3年度北海道女子短期大学特別研究の助成を受け実施致したものである。
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学校名
回答は枠内に、数字、記号等でご記入下さい。
1.貴校の概要についてお答え〈ださい．
①総学級数 ②学年別学級数 ③一学級の生徒数（平均｝
①仁三司② I1学年｜ 学級12学年｜ 学級13学年｜
2.体育実技についてお答え下さい． 「ア一一一一「寸
①週常の体育実技で教師一人が指導する生徒数（男女別）のl男 人女｜
②体育実技の授業を担当する教師について 」ム一一一ー ム4
Y)年聞を通じて同じ教師イ）種目によっτ異なる の学期によって異なる
③｜平均 人l
』
I）その他 . • @i I 
トアンとf ←
③特活（運動系クラプ｝で生徒数の一番多いものと少ないもの、およびそのクラブ名
人生徒数の多いクラブ名
人生徒数の少ないクラブ名
④体育実技の運動種目のうち、今迄にケガの多かったもの
とコりその他M ちらがい九回
⑦ 学年・クラスに関係な〈、体育実技のある曜日・時聞にO印をつげて下さい．また、特活（運動ク
ラプ）の時間にA印をつけてください．
ヲ）宵キ）腰カ）大腿部才）膝
⑤ケガの多い部位（績数回答可）
Y)手イ｝腕ウ）周 I）足首
イ）部活動によるケガと7)授業によるケガ⑥ 
1 2 3 4 5 6 放課後
月
火
水
木
金
土
3.保健室の利用についてお答えください．
①利用する生徒についτお答え〈ださい．（複数回答可）
7)ケガで利用するのが多い イ）内科的な症状が多い
I）おしゃべりに来るのが多い かその他
? ??
オ） 1 3時～ 15時ウ） 1 0時～ 12時工）昼休み
③学校生活の中で、生徒聞に目立つ外傷等がありますか。 ， 
例）ふざ問、、不注意によるケガ等 7)ある のな、口｜ある喝合具体例：
4.下記の中から、生徒に見られる特徴を男女別に3つ選んで下さい。
7)体格がよくなっているの体力がないり動作が緩慢工〉疲れやすい
②利用の多い時間帯は
7)授業前イ） 1 0時前
ね運動系クラプにはいる
????
? ? ?
?「
?
?』 ? ?????「?
?
??
） ??
? ?
?? ???「
?
??）??? 、 ．
??
??
カ）姿勢が悪い口
? ?
5一学校体育健康センヲーへの申請数は外科系で附あましたか 日
一一一 ご協力、ありがとうご7ざいました．
